から 見れば、 客筋 はたいて い、 口先で は いろんな こと 

を 言いながら も、 戦争の ことな ど はけろ りと 忘れて し 

まって る、 心身と もに 肥え太った 人 たちのよ うでした- 

彼女が 五 年間 世話にな つていた 梶 さんの、 一番 親しい 

仲間の 一 人だった 永 井さん までが、 やはり そのよう で 

した。 いくら 酒席の 冗談に しても、 あまりに ひどす ぎ 

る こと を、 彼 は 平気で 言っての けました。 

「ねえ、 菊ち やん、 君 はま だ あいて るんだろう。 空 家 

払底の 当節 だから、 用心し なけ リゃ いかんよ。 うつか 

り 人 を もぐりこませたら、 もう 決して 立ち退か ないか 

ら なご 



そして 踊リ ぬいて、 中途で 息 を 切らし、 そこに 屈み こ 

ん でしまい ました。 

「もういい わご 大きく 息をつきました 「分った わ。 生 

き 身 を 捨てた 気持ち、 分った わご 

いつまでも 凝視し 続けて る 檜 山の 前に 来て、 菊 千代 

は 淋しそう に 微笑みました。 

「熱 海の こと、 大丈夫よ。 ね、 分って 下さる。 分った 

ら、 もっと 飲まして ご 

清 香 は 怪訝な 面持ちで、 二人に 酌 をして やりました _ 

それから 一 ヶ月 ほど 後、 菊 千代 は 正式に 芸妓の 廃業 
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